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＜連絡事項＞
・５月６日に終了した部署懇談会費用の支払いが12日までとなっています。本部経理Ｔまで各自支払いを済ませて下さい。

・食事サービス委員会より、発注締め切りは昼9:00、夕15:00、朝17:00、受けも必ず入れるようにして下さいとの事。次回は、6月13日金曜日４Fユーティリティ15:30～16:00です。赤坂千秋SWが参加する予定です。

・朱夏からで、私物発注に関して暑くなって来る為、食べ物は一切取り扱わないとの事です。患者様へ伝えておいてください。

＜患者様連絡事項＞

・畑内　マツ様～他科薬は、後で青森労災病院から紹介状か情報提供書をもらってくる。消化器科は、5月26日、消化器科は5月19日、予約制で一緒には受診できない、行く時は、家族だけで行くとの事。

· 袴田　英司　様～5月9日夜間より、37℃台の発熱、酸素飽和濃度の著しい低下（70～80％）あり、酸素８Lへ増量。身体管理目的にておいらせ病院へ転院の為、本日10:50当院退院となる。精算や荷物の受け取りに後日来院する予定。

· 内城　由蔵　様～5月9日深夜帯から点滴の自己抜去が何度もあり、自己抜去のリスクがあるとして、本日10:00、主治医指示にて身体拘束開始となっている。
· 寺地　利代子様～イライラ訴え、主治医診察にて精神薬（バレリン）増薬となっています。精神状態の観察と衝動行為に注意し訴えを傾聴し、適宜介入行って下さい。

· 藤田　金弘　様～右手の痛み止め薬３日分継続処方。飲みきり止めとなります。痛みの有無の確認を行って下さい。また下肢の浮腫があり、裸足で過ごされている為、本日ご家族の面会にてシューズの購入を勧めましたが、本人様の強い拒否があり依頼出来ませんでした。プログラム移動時等、歩行時の見守り・付き添いを行って下さい。

· 坪　　邦俊　様～夜間での帰宅要求・興奮が見られており、（セロクエル）が６日分継続処方となっています。興奮見られた場合、他者が巻き込まれないよう注意し、介入行って下さい。

· 村山　トシ　様～本日AM介護認定調査終了しています。

· 坂　　貢　　様～食事摂取量少なく、エンシュアリキッド７日分継続処方となっています。摂取状況の確認を行って下さい。

＜要注目患者様ケース検討＞

・坂　　貢　　様～表情硬く、時折大声を上げる事続いています。主治医診察にて次週の定期薬より抗精神病薬（リントン）が増薬となりますが、他者とのトラブルとならない様、見守り・介入を行って下さい。

・和田　昌　　様～躁状態みられていましたが、落ち着いてきています。引き続き観察行って下さい。

・杉澤　恵子　様～便失禁が続いており、本人の確認にて小遣いよりリハビリパンツの購入を行っています。今後の購入についてはご家族の確認を行って下さい。また、オムツをトイレに流して詰まらせない様、排泄時の確認を行って下さい。

・安達　貴浩　様～昨日診察にて、Ｂユニットへ移動となっています。イライラよりの衝動行為に注意し、表情の観察・話し掛けを多く持って行きましょう。

＜SST評価及び検討＞

・小泉　康雅　様～Ｂ1グループへの導入となります。

・畑山　幸子　様～Ｂ1グループへの導入となります。

・畑内　マツ　様～Ｃグループへの導入となります。

・Ａ・Ｂグループ

　テーマ：挨拶をして一言話しをする

　１：リーダー、コリーダーは挨拶されるとどういう気分になるか聞き、笑顔で挨拶する事の効果や意味を伝える。

　２：会話をする時のポイントを確認。実際にそれがどのように行っているか伺う。

　　　（表情・声の大きさ・目を見て話すなど）

　　何名かの患者様にロールプレイを行って頂き、感想を聞き・自己他己をして頂く。　

・Ｃグループ

　５月のテーマ：挨拶をする

　　どんな時に挨拶をするか、挨拶の確認をする。

　　（朝起きた時・日中先生にあった時・夜寝る前・食事の前後等）

　　道具を使用し、レクリエーションを中心としたＳＳＴを展開していきます。その中で日常会話などを引き出し対人技能（交流）を養っていけるよう促していきます。













